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は
じ
め
に

　
二
棚
一
七
年
一
棚
月
一
棚
日
午
後
二
時
す
ぎ
、
福
島
地
方
裁
判
所
前
。

　
早
足
で
表
に
出
て
き
た
弁
護
士
が
「
勝
訴
」
の
幕
を
か
か
げ
る
と
、
詰
め
か
け
た
原
告
た
ち
は
、「
ウ
ォ
ー
」

と
い
う
地
鳴
り
の
よ
う
な
喜
び
の
声
を
あ
げ
た
。
国
や
東
京
電
力
に
事
故
の
責
任
が
あ
る
こ
と
、
人
災
で
あ
る

こ
と
を
裁
判
所
は
認
め
た
の
だ
。

　
法
廷
の
中
で
は
、
金
澤
秀
樹
裁
判
長
が
判
決
の
説
明
を
続
け
て
い
た
。

　「
国
の
津
波
対
策
義
務
に
関
す
る
規
制
権
限
の
不
行
使
は
、
許
容
さ
れ
る
限
度
を
逸
脱
し
て
著
し
く
合
理
性

を
欠
い
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
」

　「
被
告
東
電
に
も
、
長
期
評
価
か
ら
予
見
さ
れ
る
津
波
対
策
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」

　
判
決
を
受
け
、
中
島
孝
・
原
告
団
長
は
「
責
任
を
追
及
す
る
点
で
は
、
こ
の
判
決
は
完
全
に
勝
ち
取
っ
た
」

と
話
し
た
。
賠
償
額
は
原
告
の
求
め
た
水
準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
国
が
区
域
ご
と
に
定
め
て
い
る
賠
償

基
準
よ
り
、
地
域
の
範
囲
も
額
も
上
乗
せ
さ
れ
た
。

はじめに
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福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
め
ぐ
り
、
国
や
東
電
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
損
害
賠
償
な
ど
を
求
め
て
住

民
ら
が
起
こ
し
た
集
団
訴
訟
は
、
全
国
で
約
三
棚
あ
り
、
原
告
は
一
万
二
千
人
以
上
に
な
る
。

　
こ
の
中
で
も
、
こ
の
日
判
決
を
迎
え
た
福
島
の
訴
訟
「「
生な
り

業わ
い

を
返
せ
、
地
域
を
返
せ
！
」
福
島
原
発
訴
訟

（

生
業
訴
訟）
」
は
、
原
告
約
三
八
棚
棚
人
と
最
大
の
も
の
だ
。
地
震
学
者
を
証
人
に
呼
び
、
大
津
波
は
予
見
で

き
た
の
か
、
と
い
う
大
本
か
ら
事
故
の
責
任
を
問
い
た
だ
し
た
。

　
生
業
訴
訟
の
判
決
は
、
集
団
訴
訟
と
し
て
は
三
番
目
で
、
二
棚
一
七
年
三
月
の
前
橋
地
裁
判
決（

原
道
子
裁
判

長）

に
続
き
、
国
の
責
任
を
認
め
た
。
同
年
九
月
の
千
葉
地
裁
判
決（

阪
本
勝
裁
判
長）

は
、
国
の
責
任
は
認
め
な

か
っ
た
が
、
津
波
は
予
見
で
き
た
と
判
断
し
て
い
る
。「
津
波
は
想
定
外
だ
っ
た
」
と
い
う
東
電
や
国
の
主
張

は
、
集
団
訴
訟
で
一
度
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
事
故
後
、
国
は
「
事
故
に
国
の
法
的
責
任
は
無
く
、
原
発
を
国
策
と
し
て
進
め
て
き
た
社
会
的
責
任
し
か
な

い
」、
東
電
は
「
津
波
は
予
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
子
力
損
害
賠
償
法
に
よ
り
無
過
失
で
も
賠
償
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
賠
償
し
て
い
る
」
と
い
う
姿
勢
を
取
り
続
け
て
い
る
。
し
か
し
相
次
ぐ
敗
訴
で
、
そ

の
言
い
分
の
根
拠
は
揺
ら
ぎ
始
め
た
。

　
事
故
は
多
く
の
人
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
今
も
、
少
な
く
と
も
五
万
人
以
上
が
住
み
慣
れ
た
自

宅
か
ら
避
難
し
た
ま
ま
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

ii



新書　東電原発裁判
aa01324_h_hjm.ps : 0003 : 2017/11/2(10:57:36)

　
辻
内
琢
也
・
早
稲
田
大
教
授
ら
が
、
福
島
県
の
一
二
の
自
治
体
か
ら
仮
設
住
宅
へ
避
難
し
た
二
四
二
五
世
帯

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
二
棚
一
六
年
に
論
文
を
ま
と
め
て
い
る
。
六
六
一
人
を
詳
し
く
見
る
と
、
P
T
S
D

（

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害）

の
可
能
性
に
対
す
る
高
い
リ
ス
ク
を
示
す
指
標
値
を
超
え
た
人
が
六
二
・
五
六
％

あ
っ
た
。「
こ
れ
ま
で
に
世
界
各
地
で
報
告
さ
れ
て
き
た
他
の
災
害
と
比
較
し
て
も
、
原
発
事
故
被
災
者
に
き

わ
め
て
高
い
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
状
が
認
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、（

中
略）

本
災
害
の
人
為
災
害
と
し
て
の
要

素
が
重
要
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
た
」「
事
故
責
任
の
不
透
明
さ
や
、
事
故
解
決
の
遅
れ
、
そ
し
て
不
十
分
な
救

済
と
い
っ
た
要
因
が
、
高
い
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
状
の
要
因
で
あ
る
可
能
性
が
み
え
て
く
る
」
と
論
文
に

は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
被
災
者
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
責
任
を
問
う
こ
と
、
そ
し
て
十

分
な
救
済
の
三
つ
だ
。
し
か
し
原
発
事
故
か
ら
六
年
半
余
り
た
っ
た
現
在
も
、
事
実
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
お
ら

ず
、
誰
も
責
任
を
取
っ
て
い
な
い
。
被
害
の
救
済
は
、
裁
判
で
は
加
害
者
と
認
定
さ
れ
た
国
が
決
め
た
基
準
で

行
わ
れ
て
い
る
。

　
政
府
、
国
会
、
東
電
な
ど
の
事
故
調
査
委
員
会
が
原
因
究
明
に
あ
た
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
活
動
は
二
棚
一
二

年
夏
に
は
終
わ
り
、
不
明
な
点
は
ま
だ
多
い
の
に
、
そ
の
後
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
真
実
を
究
明
す
る
場
は
、

新
潟
県
に
よ
る
検
証
な
ど
一
部
を
除
き
、
あ
と
は
裁
判
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
損
害
賠
償
を
求
め
る
民
事
訴

はじめに
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訟
の
ほ
か
、
二
棚
一
七
年
六
月
に
始
ま
っ
た
刑
事
裁
判
、
株
主
代
表
訴
訟
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
東
電
や
国

の
責
任
を
問
う
裁
判
が
続
い
て
い
る
。

　
地
震
学
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
理
論
さ
え
な
か
っ
た
一
九
六
棚
年
代
に
設
計
さ
れ

た
福
島
第
一
原
発
。
そ
の
後
、
北
海
道
南
西
沖
地
震（

一
九
九
三
年）

、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震（

二
棚
棚
四
年）

、
宮

城
県
沖
地
震（
二
棚
棚
五
年）

な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
津
波
に
よ
る
事
故
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
つ

つ
あ
っ
た
。
自
然
が
与
え
て
く
れ
た
、
そ
れ
ら
の
警
告
を
、
東
電
と
国
は
生
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
漫
然
と
運

転
し
続
け
、
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
。
事
故
調
の
報
告
書
で
は
、
ぼ
や
け
て
い
た
そ
の
過
程
が
、
裁
判
の
中
で

少
し
ず
つ
鮮
明
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
前
著
『
原
発
と
大
津
波
　
警
告
を
葬
っ
た
人
々
』

（

二
棚
一
四）

の
上
梓
後
、
検
察
が
集
め
て
い
た
証
拠
書
類
が

刑
事
裁
判
で
初
め
て
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
に
民
事
訴
訟
で
も
東
電
の
会
議
資
料
な
ど
内
部
文
書
が
提
出
さ
れ

た
。
政
府
事
故
調
が
関
係
者
に
聴
取
し
た
記
録
も
二
四
六
人
分
開
示
さ
れ
た
。
裁
判
で
証
人
に
立
っ
た
専
門
家

や
官
僚
の
証
言
も
、
手
が
か
り
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
新
た
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
津
波
を
予
測
し
て
事
故
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
た
の
か
、
誰
に
責
任

が
あ
っ
た
の
か
、
裁
判
の
争
点
に
重
点
を
置
い
て
改
め
て
検
証
す
る
。
な
お
、
引
用
文
中
の［

　］

は
筆
者
に
よ

る
補
足
で
あ
る
。
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‥
‥
‥
‥
‥
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二
年
七
月
三
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日
　
地
震
本
部
の
長
期

評
価
　
日
本
海
溝
の
巨
大
津
波（

28）

／
二
棚
棚
六
年
五
月
一
一
日
　
溢
水

勉
強
会
　
津
波
は
全
電
源
喪
失
を
引
き
起
こ
す（

33）

／
二
棚
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六
年
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日
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改
訂
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開
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／
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潟
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／
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ト
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衝
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／
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棚
八
年
八
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ク（
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／
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／
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初
公
判

　「
あ
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
責
任
を
問
い
、
事
故
の
真
相
を
究
明
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
本
日
こ
こ
に

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
日
か
ら
ま
た
一
歩
で
す
」

　
二
棚
一
七
年
六
月
三
棚
日
、
霞
が
関
官
庁
街
の
一
角
に
あ
る
東
京
地
方
裁
判
所
前
の
歩
道
で
、
福
島
県
い
わ

き
市
議
の
佐
藤
和
良
さ
ん
は
訴
え
て
い
た
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
す
で
に
六
年
三
カ
月
余
り
が
経
過

し
て
い
た
。
東
京
電
力
に
損
害
賠
償
を
求
め
る
民
事
訴
訟
は
す
で
に
三
九
六
件
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
七

棚
件
で
裁
判
が
続
い
て
い
る
が（
二
棚
一
七
年
五
月
末
時
点）

、
東
電
幹
部
の
刑
事
責
任
を
問
う
裁
判
は
、
よ
う
や

く
こ
れ
か
ら
な
の
だ
。

　「
こ
の
裁
判
は
、
市
民
の
力
で
勝
ち
取
っ
た
裁
判
で
す
。
法
治
国
家
日
本
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。
多
く

の
人
の
人
生
を
変
え
た
、
多
く
の
人
の
命
を
奪
う
、
そ
う
い
う
放
射
線
に
よ
る
汚
染
を
、
被
ば
く
を
こ
こ
ま
で

拡
大
し
た
責
任
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
」

　
佐
藤
さ
ん
は
、
福
島
原
発
告
訴
団
の
副
団
長
を
務
め
て
い
る
。
二
棚
一
六
年
九
月
の
い
わ
き
市
議
選
で
は
二

位
を
大
き
く
引
き
離
し
、
ト
ッ
プ
当
選
で
四
期
目
に
入
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
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　「
告
訴
以
来
五
年
、
検
察
の
二
度
に
わ
た
る
不
起
訴
を
、
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
検
察
審
査
会
が
二
度
に
わ
た

っ
て
起
訴
の
議
決
を
し
、
強
制
起
訴
に
至
っ
た
。
世
界
の
人
々
が
、
法
廷
で
こ
の
犯
罪
を
ど
の
よ
う
に
暴
い
て

い
く
の
か
、
注
目
し
て
い
る
。
三
人
の
被
告
人
に
は
、
き
ち
ん
と
真
実
と
責
任
の
あ
り
か
を
認
め
て
い
た
だ
い

て
、
償
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

　
五
四
席
の
一
般
傍
聴
者
向
け
に
、
午
前
七
時
半
か
ら
並
ん
だ
傍
聴
希
望
者
は
七
一
七
人
に
及
ん
だ
。
東
京
地

裁
前
の
歩
道
は
人
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
告
訴
に
名
を
連
ね
た
市
民
は
約
一
万
四
千
人
。
グ
ル
ー
プ
を
含
め
る
と
社
員
五
万
人
、
売
上
高
五
兆
円
以
上

を
誇
っ
た
東
電
の
勝
俣
恒
久
元
会
長（

七
七）

ら
元
ト
ッ
プ
を
相
手
に
、
法
廷
で
の
闘
い
が
始
ま
っ
た
。

全
面
否
認
の
東
電
幹
部

　
公
判
は
午
前
一
棚
時
に
、
東
京
地
裁
で
一
番
大
き
な
一
階
一
棚
四
号
法
廷
で
始
ま
っ
た
。
私
も
傍
聴
券
の
行

列
に
並
ん
だ
が
、
残
念
な
が
ら
法
廷
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
当
日
の
報
道
や
、
傍
聴
し
た
人
た

ち
へ
の
取
材
、
公
開
さ
れ
た
文
書
か
ら
、
そ
の
様
子
を
紹
介
し
た
い
。

　
正
面
の
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
永
渕
健
一
裁
判
長
ら
裁
判
官
三
人
、
左
手
に
被
告
人
側
の
弁
護
士
、
右
手
に
検

察
官
役
の
指
定
弁
護
士
ら
が
着
席
す
る
。
こ
の
刑
事
裁
判
で
は
、
東
京
地
検
の
検
察
官
で
は
な
く
、
裁
判
所
が

第 1章　始まった裁判
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指
定
し
た
弁
護
士
が
検
察
官
役
を
務
め
る
。
中
央
に
被
告
の
立
つ
証
言
台
が
あ
る
。

　
以
下
は
、
毎
日
新
聞
夕
刊（

二
棚
一
七
年
六
月
三
棚
日）

が
描
い
た
廷
内
の
様
子
だ
。

勝
俣
元
会
長
と
元
副
社
長
の
武
黒
一
郎（

七
一）

、
武
藤
栄（

六
七）

両
被
告
は
黒
や
濃
紺
の
ス
ー
ツ
姿
で
入

廷
し
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
く
一
礼
し
た
。
硬
い
表
情
の
ま
ま
証
言
台
の
前
に
並
び
、
指
定
弁
護
士
の
起
訴
状

朗
読
を
聞
い
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
で
謝
罪
と
無
罪
を
主
張
す
る
言
葉
を
口
に
し
た
。
勝
俣
元
会
長
は
、

直
立
し
た
ま
ま
紙
を
見
ず
、
裁
判
長
を
見
つ
め
て
認
否
を
述
べ
た
。
声
は
次
第
に
大
き
く
な
り
、
最
後
に

「
刑
事
責
任
は
私
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い
切
っ
た
。
武
黒
元
副
社
長
は
、
や
や
早
口
で
謝
罪
の

言
葉
を
述
べ
た
後
に
「
私
は
無
罪
で
す
」
と
語
気
を
強
め
、
武
藤
元
副
社
長
も
巨
大
津
波
の
予
見
可
能
性

を
否
定
。
そ
の
後
、
三
人
は
指
定
弁
護
士
の
冒
頭
陳
述
に
聴
き
入
っ
た
。
勝
俣
元
会
長
は
手
元
の
資
料
や
、

モ
ニ
タ
ー
に
示
さ
れ
た
地
図
に
目
を
や
っ
た
。

　
三
人
は
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
強
制
起
訴
さ
れ
た
。
起
訴
状
は
、
三
人
は
適
切
な
安
全
対
策
を
怠
っ
て
福

島
第
一
原
発
の
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
原
発
近
く
の
病
院
に
入
院
し
て
い
た
患
者
ら
に
長
時
間
の
搬
送
・
待
機

を
と
も
な
う
避
難
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
死
亡
さ
せ
た
な
ど
と
し
て
い
る
。
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指
定
弁
護
士
側（

以
下
、
検
察
官
側
と
表
記）

の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
三
つ
だ
っ
た
。

　
⒏
最
大
一
五
・
七
メ
ー
ト
ル
の
津
波
高
さ
は
予
測
で
き
て
い
た（

事
故
時
の
津
波
と
ほ
ぼ
同
じ）

。

　
⒏
高
い
津
波
を
予
見
で
き
て
い
た
の
で
、
防
潮
堤
の
建
設
、
代
替
機
器
を
高
台
に
置
く
な
ど
の
安
全
対
策
を

実
施
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。

　
⒏
そ
れ
ら
の
対
策
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
福
島
第
一
原
発
の
運
転
を
停
止
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。

一
方
、
被
告
人
側
は
、

　
⒏
一
五
・
七
メ
ー
ト
ル
は
試
算
に
す
ぎ
ず
、
対
策
の
も
と
に
す
る
に
は
不
確
実
性
が
高
か
っ
た
。

　
⒏
一
五
・
七
メ
ー
ト
ル
想
定
が
妥
当
な
の
か
土
木
学
会
に
相
談
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
従
う
予
定
だ
っ
た
。

　
⒏
た
と
え
一
五
・
七
メ
ー
ト
ル
の
試
算
に
も
と
づ
い
て
対
策
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
東
日
本
大
震
災
時
の

津
波
は
、
試
算
し
て
い
た
津
波
と
襲
来
す
る
向
き
や
、
浸
水
の
規
模
が
違
う
想
定
外
の
も
の
だ
っ
た
の
で
、

事
故
は
防
げ
な
か
っ
た
。

と
主
張
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
真
実
に
近
い
の
だ
ろ
う
か
。

冒
頭
陳
述
と
メ
ー
ル
か
ら
新
た
に
わ
か
っ
た
こ
と

　
ま
ず
、
検
察
官
側
の
主
張
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。「
証
拠
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
実
は

第 1章　始まった裁判
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以
下
の
通
り
で
す
」
と
し
て
、
神
山
啓
史
弁
護
士
が
読
み
上
げ
た
冒
頭
陳
述
全
文
は
三
万
字
余
り
あ
る
。
検
察

官
側
が
、
こ
の
事
件
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
少
し
早
口
で
、
予
定
よ
り
早
く
一

時
間
半
ほ
ど
か
け
て
読
み
上
げ
た（

冒
頭
陳
述
や
証
拠
の
内
容
は
、
N
H
K
の
特
設
サ
イ
ト
「
詳
報
東
電
刑
事
裁
判

「
原
発
事
故
の
真
相
は
」」
と
福
島
原
発
告
訴
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら）

。

　
メ
デ
ィ
ア
向
け
に
公
開
さ
れ
た
冒
頭
陳
述
を
読
む
と
、
福
島
第
一
原
発
の
概
要
、
事
故
の
経
過
、
争
点
な
ど

一
九
の
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
番
最
初
に
「
1
　
テ
ー
マ
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
が

目
を
引
く
。
こ
の
裁
判
の
視
点
、
裁
か
れ
る
点
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

人
間
は
、
自
然
を
支
配
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
地
震
や
津
波
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
れ
く
ら
い
の

大
き
さ
で
起
こ
る
の
か
を
、
事
前
に
正
確
に
予
知
す
る
こ
と
は
適
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
し
か
た
な
か
っ

た
の
か
。
被
告
人
ら
は
、
原
子
力
発
電
所
を
設
置
・
運
転
す
る
事
業
者
を
統
轄
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の

注
意
義
務
を
尽
く
し
た
の
か
。
被
告
人
ら
が
、
注
意
義
務
を
尽
く
し
て
い
れ
ば
、
今
回
の
原
子
力
事
故
は

回
避
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
、
こ
の
裁
判
で
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
テ
ー
マ
」
は
、
こ
れ
か
ら
何
度
も
振
り
返
り
、
考
え
て
み
る
こ
と
に
な
る
。
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冒
頭
陳
述
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
二
棚
棚
二
年
七
月
、
政
府
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部（

地
震
本
部）

は
、
大
き
な
津
波
を
も
た
ら
す
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド（
M）
八
・
二
前
後
の
地
震
が
、
福
島
県
沖
で
発
生
す
る
可
能
性
を
公
表
し
た
。
地
震
本
部
は
、
地
震

予
測
を
と
り
ま
と
め
、
評
価
を
公
表
す
る
国
の
唯
一
の
機
関
だ
。

　
二
棚
棚
八
年
三
月
、
東
電
の
子
会
社
「
東
電
設
計
」
は
、
こ
の
地
震
が
福
島
第
一
原
発
に
一
五
・
七
メ
ー
ト

ル
の
津
波
を
も
た
ら
す
と
い
う
計
算
結
果
を
、
東
電
に
報
告
し
た
。
分
厚
い
黒
表
紙
、
金
文
字
の
付
さ
れ
た
フ

ァ
イ
ル
で
東
電
に
納
品
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
敷
地
の
高
さ
一
棚
メ
ー
ト
ル
を
大
き
く
上
回
る
。
津
波
が
敷
地

を
超
え
れ
ば
、
原
発
の
非
常
用
設
備
が
水
没
し
て
機
能
を
失
い
、
全
電
源
喪
失
に
い
た
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と

も
、
二
棚
棚
六
年
五
月
ま
で
に
わ
か
っ
て
い
た
。

　
東
電
の
津
波
想
定
の
担
当
者
は
、
こ
の
計
算
を
も
と
に
海
抜
二
棚
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
を
築
く
な
ど
、
具
体

的
な
対
策
計
画
を
つ
く
り
、
武
藤
氏
に
六
月
一
棚
日
に
報
告
し
た
。
と
こ
ろ
が
武
藤
氏
は
こ
の
対
策
計
画
を
採

用
せ
ず
先
送
り
す
る
こ
と
を
、
七
月
三
一
日
に
決
め
る
。
武
黒
氏
も
遅
く
と
も
八
月
上
旬
に
は
こ
の
結
果
を
聞

い
て
い
た
。

　
ま
た
、
勝
俣
氏
が
出
席
す
る
こ
と
か
ら
東
電
社
員
の
間
で
「
御
前
会
議
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
会
議
で
も
、
福

第 1章　始まった裁判
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島
第
一
原
発
の
津
波
対
応
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
た
。
特
に
二
棚
棚
九
年
二
月
の
会
議
で
は
、
津
波
想
定
の

担
当
部
長
だ
っ
た
故
・
吉
田
昌
郎
氏（

事
故
当
時
の
福
島
第
一
原
発
所
長）

が
「
も
っ
と
大
き
な
一
四
メ
ー
ト
ル
程

度
の
津
波
が
来
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
人
も
い
て
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
た
の
で
、
勝
俣
氏
も
、
大
津
波
の

可
能
性
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
三
人
の
被
告
人
は
、
福
島
第
一
原
発
の
敷
地
高
さ
を
超
え
る
津
波
が
襲
来
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
全
電
源
を
失
っ
て
炉
心
損
傷
な
ど
深
刻
な
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
を
予
見
で
き
た
。
被
告
人
ら
は
、
原
発
を

運
転
す
る
電
力
会
社
の
最
高
経
営
層
と
し
て
、
福
島
第
一
原
発
の
安
全
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
、

防
潮
堤
の
建
設
な
ど
適
切
な
対
策
を
進
め
て
、
原
発
の
安
全
を
確
保
す
る
義
務
と
責
任
を
負
っ
て
い
た
。

　
運
転
を
止
め
る
以
外
の
「
適
切
な
措
置
」
を
実
施
で
き
な
け
れ
ば
、
速
や
か
に
原
発
の
運
転
を
停
止
す
べ
き

だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
人
ら
は
、
何
ら
具
体
的
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
く
、
漫
然
と
原
発
の

運
転
を
続
け
た
。
被
告
人
ら
が
、
費
用
と
労
力
を
惜
し
ま
ず
、
同
人
ら
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
と
責
任
を
適
切
に

果
た
し
て
い
れ
ば
、
本
件
の
よ
う
な
深
刻
な
事
故
は
起
き
な
か
っ
た
。

　
福
島
原
発
告
訴
団
の
代
理
人
、
海か
い

渡ど

雄
一
弁
護
士
は
、
こ
う
解
説
す
る
。「
今
回
の
事
件
の
本
質
は
、
現
場

と
し
て
は
絶
対
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
理
論
的
に
も
現
実
に
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
対
策
と
し
て

8
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出
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
経
営
上
の
問
題
を
重
視
し
て
、
経
営
幹
部
が
や
ら
な
い
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
に
尽
き
る
。
武
藤
、
武
黒
、
勝
俣
さ
ん
の
部
下
た
ち
は
、
対
策
が
絶
対
必
要
だ
と
は
っ
き
り
思
っ
て
い
た
証

拠
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
津
波
対
策
は
不
可
避
だ
と
繰
り
返
し
繰
り
返
し
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
対
策

を
、
き
ち
ん
と
決
裁
に
あ
げ
て
い
た
」

　
同
じ
く
代
理
人
の
甫ほ

守も
り

一
樹
弁
護
士
が
驚
い
た
の
は
、
冒
頭
陳
述
で
「
適
切
な
措
置
を
実
施
で
き
な
け
れ
ば
、

速
や
か
に
原
発
の
運
転
を
停
止
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
さ
れ
た
点
だ
っ
た
。

　「
事
故
の
直
前
で
あ
る
二
棚
一
一
年
三
月
七
日
に
東
電
が
保
安
院
に
津
波
の
報
告
を
し
て
、「
も
っ
と
早
く
対

策
を
取
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
」
と
保
安
院
の
担
当
者
に
言
わ
れ
た
段
階
で
も
運
転
を
止
め
ら
れ
た
は
ず
だ
と
言

っ
て
い
る
。
安
全
を
確
保
で
き
て
い
な
い
原
発
は
、
動
か
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
理
屈
だ
。
あ
た
り
ま
え
の

話
で
、
法
律
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。
万
が
一
で
も
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
審
査
す
る
。
万
が
一
で
も
起
こ
り
そ
う

だ
っ
た
ら
止
め
な
く
て
は
い
け
な
い
。
福
島
第
一
原
発
で
は
、
大
き
な
津
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の

は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
ま
あ
、
来
な
い
だ
ろ
う
と
、
一
か
八
か
に
賭
け
て
運
転
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
ダ
メ
だ

と
い
う
こ
と
だ
」

第 1章　始まった裁判
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「
単
な
る
試
算
」「
職
務
権
限
は
な
か
っ
た
」
被
告
弁
護
側
の
主
張

　
一
方
、
被
告
人
側
の
弁
護
士
は
、
冒
頭
陳
述
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
ま
ず
は
三
人
に
共
通
す
る
主
張
だ
。

　
⒏
地
震
本
部
は
二
棚
棚
二
年
七
月
に
福
島
県
沖
を
含
む
日
本
海
溝
で
大
津
波
を
引
き
起
こ
す
地
震（

津
波
地

震）
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
予
測
を
公
表
し
た
。
こ
の
予
測
に
基
づ
い
て
計
算
す
る
と
、
福

島
第
一
原
発
に
高
さ
一
五
・
七
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
想
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
試
行
的
に
行
わ
れ
た
「
試

計
算
」
に
す
ぎ
な
い
。
地
震
本
部
の
予
測
は
、
津
波
地
震
が
「
ど
こ
で
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

す
る
根
拠
を
示
し
て
お
ら
ず
、
成
熟
性
や
信
頼
性
に
つ
い
て
、
専
門
家
か
ら
も
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
た
。

内
閣
府
か
ら
「
非
常
に
問
題
が
大
き
い
」
と
疑
問
が
出
さ
れ
、
中
央
防
災
会
議
が
二
棚
棚
六
年
に
公
表
し

た
報
告
書
で
も
、
津
波
地
震
が
海
溝
寄
り
の
ど
こ
で
も
発
生
す
る
と
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
地
震
本
部

の
長
期
評
価
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
に
乗
り
出
す
ほ
ど
の
信
頼
性
と
成
熟
性
を
持
つ
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

　
⒏
原
子
力
工
学
に
お
い
て
安
全
対
策
を
考
え
る
べ
き
「
新
知
見
」
と
は
、
学
会
等
に
お
い
て
審
査
さ
れ
、
多

数
の
専
門
家
が
そ
の
知
見
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
持
つ
程
度
に
至
っ
て
い
る
も
の
を
指

す
。
そ
こ
で
、
津
波
地
震
に
つ
い
て
土
木
学
会
に
検
討
を
依
頼
し
、
専
門
家
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
上

10


	aa01324_本扉
	aa01324_h_hjm
	aa01324_h_mkj
	aa01324_h_01
	aa01324_h_02
	aa01324_h_03
	aa01324_h_04
	aa01324_h_05
	aa01324_h_06
	aa01324_h_owri
	aa01324_te_okd


 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 4.213 x 6.811 インチ / 107.0 x 173.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): 改良
      

        
     32
            
       D:20170119161639
       490.3937
       新書
       Blank
       303.3071
          

     Tall
     1
     0
     Full
     1453
     310
    
     None
     Right
     7.0866
     0.0000
            
                
         Both
         5
         AllDoc
         332
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     737.0079
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

        
     17
     19
     18
     19
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





